
 

        

         

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労形態 進 路 先 場 所 

一般就労 

株式会社 広真 さぬき市志度 

株式会社 よんでんプラス 高松市屋島西町 

就労継続支援Ａ型 社会福祉法人朝日園 障害者支援施設 朝日園 木田郡三木町 

就労継続支援Ｂ型 

特定非営利活動法人  ほのぼのワークハウス 高松市牟礼町 

株式会社セブンズ 就労継続支援Ｂ型事業所 SCC はやし 高松市林町 

特定非営利活動法人アイルコート 就労継続支援Ｂ型コンサフォス 高松市十川西町 

社会福祉法人ナザレの村 就労継続支援Ｂ型あじさい 高松市春日町 

社会福祉法人洋々会 就労継続支援事業Ｂ型きらり 高松市庵治町 

社会福祉法人大樹福祉会 障害福祉サービス事業所サン 高松市春日町 

特定非営利活動法人シエンタ 就労継続支援Ｂ型施設すてっぷ 高松市川島東町 

生活介護 

社会福祉法人もえぎの会 生活介護もえぎの里 高松市牟礼町 

特定非営利活動法人アイルコート 生活介護コンサフォス川島東 高松市川島東町 

特定非営利活動法人ほっと支援キラキラ トライアングル 高松市庵治町 

入 所 かがわ総合リハビリテーションセンター 高松市田村町 

２０２４．３．７ 

第 ７ ０ 号 

香川東部支援学校 

進 路 指 導 部 

高等部卒業生の進路先一覧 

 

小学部 7名、中学部 11名、高等部 15名の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

 今年度は長かったコロナ禍もようやく明け、これまで制限されていた学習活動や学校行事が通常開催さ

れ、皆さんが日々学習に取り組む姿や友達と協力してたくましく学校行事等に取り組む姿を見ることがで

きました。4 月からは、それぞれ中学生、高校生、そして社会人としての新たな一歩を踏み出します。今

まで培ってきた力を最大限に発揮し、新たなステージでも輝けることを願っています。 

 

  高等部 3年生 15名、小学部から 12年間、中学部から 6年間、高等部から 3年間、それぞれ期間の長短

はありますが、家庭で積み上げてきたことや本校で学習したことなど、身に付けてきた「生活する力」、

「働く力」をいかして現場実習に挑戦し、自分の進路を獲得することができました。 

 「周りの人と仲良くできる」、「元気よく挨拶できる」、「ルールやマナーを守ることができる」、「相手を

気遣うことができる」など、みなさんが身に付けてきた力をこれからも発揮し、新しい場所でも、周囲の

人とよい関係を築き、「いてくれたら助かる」、「いてくれないと困る」という存在になってほしいと願っ

ています。                            進路指導主事 淀 妙子 

 

                                                                              



 

 

小学部は、右図の職業準備性ピラミッドの土台作りをしています。 

そこで今回は日常生活管理の身だしなみの一例として、衣服のたたみ 

方や片付けについてお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学部では、2、3年生が年に 1回、「社会見学」を行い、進路に関する学習をしています。その様子を 

紹介します。 

 
   2年生  
 働くことについてイメージしたり、考えたりすることを目的に社会見学に行くための事前学習を行い

ました。見学先の「ぎんせいワーク」では、生活介護と就労継続支援Ｂ型の 2箇所があり、それぞれの

利用者に応じた仕事をしていること、仕事だけでなく行事や余暇活動もあることを知りました。また、

私たちの先輩が働いている様子の動画を見て、ぜひ実際に働いている人たちに大変なところややりがい

を聞いてみたいなどの見学について前向きな姿勢を 

感じることができました。 

＊2 月 16 日に行く予定でしたが、残念ながら先方で発熱 

される方が多かったため、感染予防の観点から延期するこ 

とになりました。見学の際には、事前学習で学んだことを 

しっかりと見学してきたいと思います。 

 

 

 
２  3年生  

  6 月 29 日、3 グループに分かれて「株式会社広真」「マルナカ長尾店」「香川大学農学部附属農場」へ

社会見学に行ってきました。広真では広告ができあがるまでの様子や社員の方が真剣に働く姿を見学さ

せていただき、働く楽しさややりがいについての話も聞くことができました。マルナカでは本校高等部

の先輩が働く姿や野菜売り場のバックヤードを見学したり、従業員の方に質問をしたりしました。生徒

からは「てきぱきと作業している先輩がかっこ

よかった」「体力が必要だ」などの感想が聞かれ

ました。農場では、高等部 2年生が実習している

様子を見せてもらいました。顔を知っている先

輩がいたので、働くことが少し身近に感じられ

たようです。 

働くうえで大切なことや、身に付けておきた

いことについて考える良い機会になりました。 

小 学 部 

朝の着替えの後は、標準服や

ズボンをハンガーに掛けたり

クリップで挟んだりします。服

とハンガーを持ち上げたまま

掛けるのがまだ難しい人は、机

を使っています。 

下校前の着替えが終わった後、それまで着て

いた体操服をたたみます。机や台の上に広げ、

袖口や裾を持って丁寧にたたみます。ほぼ毎日

していることなので、慣れている人は一人でど

んどんできています。台を使わないでたたむこ

とができる人もいます。 

①  心と体の健康管理 

②日常生活管理 

③  対 人 技 能  

④基本的労働習慣 

⑤ 職業適性 

職業準備性ピラミッド 

…職業生活を続けていくために必要な力… 

中 学 部  



 

 

 

 

10 月 16 日から 27 日までの 2 週間、1 年生は校内にて後期校内実習、2 年生は後期現場実習を行いました。

また、後期職場見学へ行き、働く人々の様子を見学して、働くことについて考える機会となりました。校内実

習では、ボールペンの組立分解作業や園芸作業、リサイクル作業、清掃作業や配膳作業など、様々な作業を経

験する中で、自分が今持っている力を確認することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2年生はこれまで集団で現場実習を行っていましたが、今回は１人で家から実習先へ通勤する生徒もいまし

た。前期現場実習での経験とこれまでの学習で身に付けた力を発揮して、全力を出し切りました。卒業後の進

路を決めるための出発点でもあります。自分ができることと苦手としていることを知る機会となりました。今

回の現場実習で、良いところや課題を見つけることができたので、3年生の現場実習でさらにレベルアップし

て臨みたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

高 等 部 

高 1校内実習の様子 
大量のペット

ボトルキャッ

プをていねい 

に洗い上げま

した！ 

 

 

 

高 2現場実習の様子 

細かい作業だったけど、最後ま

で頑張ることができました！ 

力仕事もお任せ！！牛舎は僕が

きれいにしてみせる☆ 

 

窓の隅から隅まできれ

いにすることができま

した！！ 



 高 1 職場見学  

【1、2組】 10月 3日に「株式会社よんでんプラス」と「スリーバイテン株式会社就労継続支援Ａ型ジョイ 

ピース事業所」の２か所を見学しました。卒業後の進路を考えることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3組】   10月 25日に「社会福祉法人もえぎの会 もえぎの里」を見学しました。グループホームの 

見学をしたり、生活介護の利用者の方々と一緒に室内歩行・室外歩行に参加したりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高２ 職場見学  

 

【1、2組】12月 12日、に「伸興電線株式会社」と「社会法人ナザレの 

村あじさいファーム」に職場見学へ行きました。伸興電線で 

は電線製造の工程を見学しました。電線を直接触れることが 

でき、生徒たちは興味津々に話を聞いたり、メモをとったり 

していました。また、社長の講話の中で、「日々の努力が大 

切であり、自分よりも優れている人を目指して頑張ってくだ 

さい」と激励の言葉をいただきました。社員の方々の働く姿 

を見て、より一層働くイメージを持つことができました。あ 

じさいファームでは、施設や食堂の見学をしました。昼食は 

あじさいファームのお弁当をいただきました。本校の卒業生の働く姿を見ることができ、親近 

感をもってお互いに話をしていました。 

              

【3組】 11月 7日に、「NPO法人音楽療法グループ WALKS」と「社会 

福祉法人明日実会スマイルハートあすみ」に職場見学へ行き 

ました。WALKSでは、ボルトナット等の軽作業の体験をした 

り、余暇活動で音楽活動にも参加したりしました。職員と一 

緒に打楽器を演奏して楽しい時間を過ごしました。スマイル 

ハートあすみでは、パン工房の見学をした後、昼食をいただ 

きました。美味しいランチをいただいただけでなく、素敵な 

接客を見ることができ、仕事に対する姿勢の学びにもつなが 

りました。 

 

 

よんでんプラスでは、

職場の人の話を聞いた

あと、清掃している姿

を見学させていただき

ました。 

ピカピカのグループホ

ームを見学しました。

たくさん部屋もあり、

みんなで楽しく住めそ

うです。 



 

 

 

 

  

 

 令和 5年度も無事に高等部 1年～3年の校内実習、現場実習を終えることができました。実習前から通勤練

習や服装・持ち物の準備、実習中も健康管理や目標確認、毎日の励ましの言葉掛け等、保護者の方のご協力、

ご支援のおかげで、それぞれの学年における目標を意識した実習を行うことができたと思います。ありがとう

ございました。 

今年度から、高等部 1年生の実習の名称を、これまでの「職業週間」から「校内実習」に変更し、より高等

部 2年生以降の現場実習を意識した取り組みにしました。また、その校内実習の中でも、校内だけの作業にと

どまらず、近隣の事業所（前期；長尾寺、後期：大川自動車株式会社）での体験実習も取り入れ、現場で働く

機会をもつことができました。 

また、高等部 2 年生では、前期は数名ずつのグループを作ってそれぞれの実習先に行く実習を行いました

が、秋の後期実習では、3 年の個別実習に向けて、個々の課題に応じて自宅からの自主通勤を取り入れたり、

一人で実習先に出向き、仕事をする個別実習を行ったりする生徒もいました。 

 進路指導部として、高等部の早い段階から様々な体験を積むことで、自分の働く力や適性、様々な職場や働

き方を知り、自分で進路について考え、選択していくことができるようにしていきたいと考えています。 

 

学年 目 標 名 称 期 間 実習時間 実習形態 指導形態 

１
年 

働くことを知る 

体験する 

前期校内実習 2 週間 
授業時間に合わせて 

9：00～14：45 

1 年団全員 

(グループ) 
付き添い 

後期校内実習 2 週間     〃 
1 年団全員 

(グループ) 
付き添い 

２
年 

自分の力を知り、 

将来の進路を考える 

前期現場実習 2 週間 
授業時間に合わせて 

9：00～15：00 
グループ 付き添い 

後期現場実習 2 週間     〃 グループ・個別 付き添い・巡回 

３
年 

進路を決める 

前期現場実習 3 週間 
職場に合わせて 

(例)一般：8：00～17：00 
個 別 巡 回 

後期現場実習 3 週間 
職場に合わせて 

(例)一般：8：00～17：00 
個  別 巡 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進 路 指 導 部  

 高等部 2、3 年生の現場実習では、すべての会社や事業所に事前に『現場実習評価表』の記入を依頼して

います。『現場実習評価表』には、「生活介護・就労継続支援Ｂ型・生活訓練」用と「一般企業・就労継続支

援Ａ型事業所・就労移行支援」用の 2種類を準備し、実習先に応じた物を使用しています。高等部 2年生の

前期・後期の 2回、高等部 3年生の前期・後期の 2回と計 4回を比較することで、本人の就労生活における

力や適性について振り返ることができるツールになれば良いと考えています。 

裏面に、実習評価表の評価領域「Ⅰ生活」「Ⅱ対人関係」「Ⅲ作業力」「Ⅳ作業への態度」の中で、働く生

活の基本となる「Ⅰ生活」「Ⅱ対人関係」の内容を抜粋して載せていますのでご覧ください。 

 

 

 

高等部の校内実習・現場実習について 

現場実習評価表について 



＜高等部現場実習評価表（生活介護・就労継続支援Ｂ型・生活訓練用＞一部抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：12月 15日(金)、12月 18日(月)  13：30～ 

参加者：〇本人、保護者       〇居住地域の福祉課担当者 

〇相談支援事業所担当者   〇学校（担任、学年主任、進路指導主事） 

 内 容：① 高等部３年後期現場実習の様子や実習先からの評価について 

     ② 本人、保護者の進路希望について 

     ③ 卒業後の福祉サービス利用について 

     ④ 今後の手続きについて 

 参加した高等部 3年生は少し緊張した様子でしたが、関係機関の方や学校職員を前にして、一人一人、自

分が卒業後の日中活動の場として利用したい事業所について伝えることができました。さらに、相談支援事

業所担当者の方からの助言も聞きながら、卒業後の余暇活動の充実のために「移動支援」や「地域活動支援

センター」の利用や将来の生活を見越して「短期入所（ショートステイ）」の利用などの希望も聞き、卒業

後に必要な支援について共通理解を図りました。居住地域の福祉課担当者の方から今後の手続きについて説

明を聞き、高松市在住の生徒は実際の支給申請の書類に署名を行い、その場で申請手続きを行いました。そ

の他の地域（東かがわ市、さぬき市、三木町）については、後日、実際に役場に出向いて申請手続きを行っ

ています。 

 

 

高等部 2年生は、3月 13日（水）～15日（金）までの 3 日間、進路相談会を行います。高等部 3年生の

将来を見越した現場実習先の希望を聞いたり、市町福祉課担当者や相談支援事業所の方と情報共有したり、

助言をいただいたりします。また、一般就労希望者の相談会には、ハローワーク（公共職業安定所）や障害

者就業・生活支援センター共生の担当者の方にも参加していただきます。 

自分の将来の進路を応援し、支えてくださる人たちのことを知り、高等部３年生の実習に向けて気持ちを

高めていけるような相談会にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

高等部 3年（福祉サービス事業所利用希望者）進路相談会を行いました 

高等部 2年進路相談会について 

 今回の進路だより第 70号指導部のページでは、高等部の現場実習や進路指導について紹介させていただ

きましたが、小・中学部の保護者の方でも、進路について個別にご相談がある場合は、担任の先生を通じ

て進路指導主事までお声掛けください。個別対応させていただきます。 

1年間、本校の進路指導にご理解とご協力ありがとうございました。     進路指導主事 淀 妙子 

 

領域 No. チェック項目
できる・

ある

だいたいできる・

だいたいある

あまりできない・

あまりない

できない・

ない

1 生活リズム 4 3 2 1

2 健康 4 3 2 1

3 身だしなみ 4 3 2 1

4 清潔 4 3 2 1

1 挨拶 4 3 2 1

2 会話 4 3 2 1

3 意思表示 4 3 2 1

4 態度 4 3 2 1

5 情緒の安定 4 3 2 1

6 協調性 4 3 2 1

該当
なし

目上の人に正しい言葉遣いや態度で接することができる。

気持ちを落ち着かせて、過ごすことができる。

他の人に合わせたり、協力したりすることができる。

Ⅱ
対
人
関
係

気持ちの良い挨拶をすることができる。

職場の方と話をすることができる。

必要なことは自分から伝えることができる

Ⅰ
生
活

規則正しい生活（起床、食事、睡眠）ができる。

健康に気を付け、体調を整えて出勤することができる。

職場に合った服装で、身なりを整えることができる。

清潔（洗濯、入浴）を意識し、手洗い等、適切にできる。

評価段階（あてはまるところに〇）

内　　　　　　容


